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福島河川国道事務所では、 工事等における現場技術者の施工技術の向上と労働災害の未然防止

に役立てることを目的とし、今回福島県内の事務所で初めて「砂防関係安全施工技術研究発表会」
を開催しました。

発表は、福島河川国道事務所発注の工事、調査・設計業務等を受注した会社から応募のあった８編
について行われました。

 開催日時 ：平成２９年２月８日（水）１３：３０～１６：３０
 開催場所 ：吾妻山山系砂防出張所松川庁舎
 聴 講 者 ：約４０名

 条件の違うさまざまな現場で、砂防の技術者たちが行っている取組（「転落事故防止対策」
や「土石流対策」、「第三者災害防止対策」など）について発表されました。

 発表内容は、参加者全員で共有し、今後の工事現場などで役立てられます。

 最優秀賞には、 （株）新庄砕石工業所 尾形さんの「東鴉川第５砂防堰堤補修工事における
安全対策について」が選ばれました。

～ 発表者のみなさん、大変お疲れ様でした ～

会場全景 石井事務所長あいさつ 発表の様子

発表の様子 表彰式の様子

いろいろな工夫や取組
がされているから、

危険な場所での工事も
安全に行われているん
だね！

H29.2.16（木）、早くも姿を現した

「雪うさぎ」。数日後にはまた雪
で覆われていました

～労働災害ゼロを目指して～

『砂防関係安全施工技術研究発表会』を開催
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見学がしやすいところには
さぼちゃん探検マークがついているよ！ →→→→
実際に見学して、砂防堰堤の偉大さを体感しよう♪

今回からは私と一緒に管内のどんなところ
に砂防堰堤があるのか探検してみよう♪
普段はなかなか目にすることができない隠
れた名所も教えてあげるよ！

探検に行くときは次のことに注意しよう！
①クマに注意（新聞やニュースなどで情報
収集。クマ鈴やラジオなどを持って行く）

②１人では行かない
③動きやすい服装で行く

堰堤付近を散策できるイベントなども開催さ
れているから大勢で行動すると安全だね

さぼおじさん

荒川流域における直轄事業で最初に着手
された堰堤であり、河川施設に分類されて
います。荒川の治水・砂防事業の要の施
設です。

大正１４年に完成後、数度の改築・増強を
経て、昭和２８年にほぼ現在の姿となりま
した。

毎年「うつくしま・みずウォーク」や「あづま
荒川クロスカントリー大会」などのコースに
組み込まれ、荒川を横断できる人気スポ
ットです。

着工：大正１０年３月 ４日
竣工：大正１４年５月１７日

写真やパネル、立体模型などが展
示され、荒川の自然や歴史、砂防
事業などについて紹介されていま
す。
周辺には霞提や水防林など歴史的
な見どころが点在しています。

【開館時間】 午前10時～午後4時
（12/29～1/3を除く）

阿武隈川水系荒川流域、須川流域、松川流域の直轄火山砂防事
業を担当しています。

安全で個性豊かな地域づくりや、土砂災害から福島市を守るため
の砂防施設の整備など、景観及び環境に配慮した砂防事業を推
進しています。

写真 「土石流模型実験」の見学を募集しております。
↓申込・問い合わせはこちら↓
吾妻山山系砂防出張所（本庁舎） 024-593-0831 担当：相馬

（登録有形文化財）

荒川流域

• 名前のとおり「暴れ川」

• 古くから土石流などの被害が相次いできた日本で
も有数の急流河川

• 国土交通省実施の水質調査で、６年連続「水質が
最も良好な川」の評価を受けたきれいな河川
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